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寄附教育あいちモデル策定事業とは

若者の寄附意識や社会参画・貢献意識の醸成
を目的として、ＮＰＯへの寄附を通じた社会貢
献を考える特別授業「寄附のゼミナール」をは
じめ、ゼミナール参加校の生徒がＮＰＯの活動
を現場で体験する「フィールドワーク」、寄附
のゼミナールを県内各地で実施可能とするため
の「指導者養成セミナー」を開催する事業のこ
とです。
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●●●「寄附のゼミナール」とは●●●

愛知県では、若者の寄附意識や社会参画・貢献意識の醸成を図

ることを目的に、高校生及び中学生がＮＰＯの社会貢献活動を

考える「寄附のゼミナール」を開催しました。

このゼミナールでは、参加ＮＰＯが中学校又は高校を訪問し、

活動内容や寄附による事業の成果等のプレゼンテーションを行い、

それにより生徒が「寄附したい」と考えたＮＰＯに投票し、その

ＮＰＯと意見交換を行います。また、高校では、協賛団体から、

ＮＰＯに、その得票数に応じた寄附金が贈呈されます。

４

寄附のゼミナール 概要



開催校
（所在地）［対象生徒］

日時 参加ＮＰＯ

愛知県立

東海商業高等学校

（東海市）

［２年生 110名］

① 10月 ２日（金）

② 10月 ９日（金）

③ 10月16日（金）

いずれも9:55～10:45

・パパ子育て応援団おとキッズ

・防災ママかきつばた

・大人のひきこもりピアサポー

トの会みらいテラス

愛知県立

成章高等学校

（田原市）

［３年生 39名］

①②10月28日（水）

10:00～11:50

③ 11月 4日（水）

10:00～10:50

・環境ボランティアサークル

亀の子隊

・認定ＮＰＯ法人

アジア車いす交流センター

・視覚障害者団体さくらんぼ

栄徳高等学校

（長久手市）

［1年生・２年生 22名］

① 11月12日（木）

② 11月19日（木）

③ 11月26日（木）

いずれも16:00～16:50

・社会福祉法人日本介助犬協会

・社会福祉法人むそう

ぴゅん長久手

・NPO法人

フィール・ザ・ワールド

清須市立

春日中学校

（清須市）

［２年生 7３名］

①②③

12月16日（水）

13:10～15:00

・親子わくわくプラザ

・NPO法人瑞穂学習支援会

・清須市家庭教育支援チーム

チームMOMO

（２）内容
・①：社会課題や寄附に関する講義、

参加ＮＰＯによる活動内容のプレゼンテーション

・②：生徒によるグループ討議、各自で寄附したいＮＰＯへ投票

（得票数に応じて寄附額を決定 ※高校のみ実施）

・③：結果発表及び生徒代表による選定理由発表

生徒とＮＰＯの意見交換

（得票数に応じて協賛団体から寄附金を贈呈 ※高校のみ実施）

１ 開催概要

（１）スケジュール

●●●2020年度 寄附のゼミナール●●●
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３ 協賛団体

社会貢献活動に熱心に取り組んでおられ、本事業の趣旨に賛同され

た以下の３団体から、各30万円の寄附金が贈呈されました。

・一般財団法人住友理工あったか基金（名古屋市中村区）

・東海労働金庫（名古屋市中区）

・株式会社サーラコーポレーション（豊橋市）

２ 参加ＮＰＯの概要

社会課題の解決に取り組むＮＰＯ12団体が開催校を訪問し（１校あた

り３団体）、活動内容のプレゼンテーションと生徒との意見交換を行いま

した。

開催校 参加ＮＰＯ（所在地） 主な活動内容

東海商業

高等学校

パパ子育て応援団おとキッズ

（東海市）
父親を主体とした子育て支援

防災ママかきつばた

（知立市）
親子に向けての防災啓発

大人のひきこもりピアサポートの会

みらいテラス（東海市）

中高年のひきこもり社会参加

支援

成章

高等学校

環境ボランティアサークル亀の子隊

（田原市）

海岸のクリーンアップ、環境

学習

認定ＮＰＯ法人

アジア車いす交流センター（刈谷市）
アジアにおける障がい児支援

視覚障害者団体さくらんぼ

（田原市）
点字実践教室、交流会の開催

栄徳

高等学校

社会福祉法人日本介助犬協会

（長久手市）
介助犬の育成

社会福祉法人むそう ぴゅん長久手

（長久手市）
障害のある子どもの支援

ＮＰＯ法人フィール・ザ・ワールド

（長久手市）
子どもの健全育成、地域づく
り

春日

中学校

親子わくわくプラザ

（清須市）
子どもの健全育成、子ども食
堂

ＮＰＯ法人瑞穂学習支援会

（名古屋市）

学習支援、通信制高校サポー

ト教室事業

清須市家庭教育支援チーム

チームＭＯＭＯ（清須市）
子育て支援、保護者向け学習
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４ 開催実績

（１）参加NPO プレゼンテーション研修

① 全体研修 9月19日（土）13：30～15：30

全体研修は、オンラインで行われました。

認定ＮＰＯ法人日本ファンドレイジング協会の認定ファンドレイザー西村

健氏より、ＮＰＯ活動資金の効果的な獲得について講義いただいた後、ＮＰ

Ｏ法人中部プロボノセンター代表理事戸成司朗氏により、共感するプレゼン

テーションをテーマに、プレゼンテーション資料の作成について講義いただ

きました。

公募により募集されたＮＰＯ12団体に対し、寄附のゼミナールにおいてより

効果的なプレゼンテーションを実施するため、また、伝える力を身につけるこ

とにより資金調達力の向上につなげるため、プレゼンテーション研修を実施し

ました。

② 個別研修 9月23日（水） 県立東海商業高等学校参加ＮＰＯ

10月 8日（木） 県立成章高等学校参加ＮＰＯ

10月30日（金） 栄徳高等学校参加ＮＰＯ

11月11日（水） 清須市立春日中学校参加ＮＰＯ

個別研修は１団体ごとに、全体研修でのプレゼンテーション資料作成のレ

クチャーに従い、それぞれが作成した資料を基に行われました。

プレゼンテーションを実践しながら、全体の構成や言葉の選び方など、高

校生及び中学生に、より伝わるプレゼンテーションとするための研修を受け

ました。

７
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（２）寄附のゼミナール

① 愛知県立東海商業高等学校

①回目 10月2日（金）9：55～10：45

○ 社会課題や寄附に関する講義

○ 参加ＮＰＯによる活動内容のプレゼンテーション

社会課題の解決に取り組むＮＰＯ12団体が開催校を訪問し（１校あたり３

団体）、活動内容のプレゼンテーションと生徒との意見交換を行いました。

その後、ＮＰＯ３団体

からのプレゼンテーショ

ンが実施されました。

高校生は、ＮＰＯのプ

レゼンテーションを静か

に、そして熱心に聞いて

いました。

総合ビジネス科２年生の高

校生110名に対し、ＮＰＯ活

動と寄附の意義について、今

年度の寄附のゼミナール実施

業務を受託しているＮＰＯ法

人中部プロボノセンター代表

理事戸成氏による基礎講義が

行われました。

場 所：県立東海商業高等学校 体育館

参加者：110名（２年生 総合ビジネス科の生徒）
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防災ママかきつばた

「防災していますか︖」

東南海地震で予測される震度は、
東海市では最⼤震度７。日頃か
ら、防災について学び備えるこ
とで、⼤切な家族を守りましょ
う。そのために啓発活動を⾏っ
ています。

パパ子育て応援団おとキッズ

「パパと遊んだこと覚えて
ますか︖」

パパの子育て参加時間は一日
たったの1.23時間。育児に参加
したいけれど、どうしていいか
分からない、そんなパパ達を応
援する活動を⾏っています。

「ブランクがあっても自分
らしく輝ける社会の実現」

社会問題となっている中⾼年の
ひきこもり。国の⽀援制度は３
年間。こころにはタイミングが
あり、国の⽀援だけでは足りて
いません。そんな中⾼年の⽅々
をサポートします。

⼤人のひきこもりピアサポートの会みらいテラス

参加ＮＰＯ
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②回目 10月9日（金）9：55～10：45

○ 生徒によるグループ討議

○ 各自で寄附したいＮＰＯへ投票

グループワークの進め方についてレクチャーを受けた後、グループに分かれて

討議を行いました。グループワークで意見を交換し、さらに数グループには、グ

ループ内でどのような意見が出たのかを発表してもらいました。指名された生徒

は、突然の指名にも関わらず、しっかりと発言していました。

その後、投票用紙に、それぞれの意思で、寄附したい・支援したい団体名、理

由を記載し、投票しました。

１０
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NPO 票数 寄附⾦額

パパ子育て応援団おとキッズ 61票 166,364円

防災ママかきつばた 37票 100,909円

⼤人のひきこもりピアサポートの会みらいテラス 12票 32,727円

計 110票 300,000円

高校生とＮＰＯとの意見交換（左から、おとキッズ・防災ママかきつばた・みらいテラス）

③回目 10月16日（金）9：55～10：45

○ 結果発表及び生徒代表による選定理由発表

○ 生徒とＮＰＯとの意見交換

寄附金の目録の贈呈 メッセージを送られる宮本次長様

投票結果

高校生による投票結果が発表され、その得票数に応じて、東海労働金庫様からの

寄附金が、営業統括部宮本次長様から、参加した３団体に贈呈され、高校生とＮＰ

Ｏへメッセージが送られました。

生徒代表による投票理由の発表後、生徒とＮＰＯとの意見交換が行われました。

１１
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参加者の声

● 今、⺟親がワンオペ育児で追い詰められてしまい精神剤の多量摂取や自殺を図
るという問題が多いので、父親も育児に参加すれば、こういった問題がなくなる
と思った。（おとキッズ）

● 活動に参加している人がよく笑っていて、人と人とのつながりを⼤切にしてい
るところがよかった。自分が親になったときに、父親が子どもと遊んでくれると
助かるし、うれしいと思った。（おとキッズ）

● ひきこもりになる人が61万人もいることに驚いた。少しでもそのような人たち
を救ってほしいと思った。ひきこもりの人のためのフリースクールに興味を持っ
た。（みらいテラス）

● 就職難の状況下で、少しでもひきこもりの現状が改善することができたらいい
と思った。ひきこもりの⽅へ寄り添ってあげてほしいと思った。
（みらいテラス）

● 防災は本当に⼤切だと感じた。この学校の最⼤深度が７と
いうことを聞いて、しっかりイメージをもって避難訓練をし
なければならないと思った。（防災ママかきつばた）

● 防災の知識を伝えていくのはいいことだし、役⽴つ情報が
多く、⺟親としての仕事をしながら団体で活動していて素晴
らしいと思った。元気のあるプレゼンで明るい気分になれた。
（防災ママかきつばた）

● 寄附をするという体験やＮＰＯの⽅と話をする機会が得られ、生徒の視野を広
げることにつながった。

● 継続していくことで、寄附に関する意識も変わっていくと思う。一度きりだと
もったいないと思った。

● 寄附⾏為は、その団体を本当に応援したいとい
う個人の選択肢であるということを多くの人に広
められ、素晴らしいと感じた。

● 活動資⾦を確保することはNPOにとって活動を
続ける重要な要素であり、併せて若い世代に発信
するという発信側と受信側がお互いにとって良い
体験の機会となった。

高校生から

先生から

NPOから

１２
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② 愛知県立成章高等学校

①回目 10月28日（水）10：00～10：50

②回目 同 日 11：00～11：50

○ 社会課題や寄附に関する講義

○ 参加ＮＰＯによる活動内容のプレゼンテーション

○ 生徒によるグループ討議

○ 各自で寄附したいＮＰＯへ投票

総合ビジネス科２年生の高校生３９

名に対し、ＮＰＯ活動と寄附の意義に

ついて、基礎講義が行われた後、ＮＰ

Ｏ３団体からのプレゼンテーションが

実施されました。

そして、グループに分かれて生徒間

で討議し、意見を交換しました。さら

に、各グループで出された意見を発表

してもらいました。どのグループも積

場 所：県立成章高等学校 計算実務室

参加者：３９名（３年生 総合ビジネス科の生徒）

極的に挙手をし、発表していました。

その後、それぞれの思いを込めて、寄附したい・支援したいＮＰＯに投票しま

した。
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認定ＮＰＯ法人アジア⾞いす交流センター

「誰も取り残されない世
界へ」

アジアでは、障害のため歩⾏
ができずに一度も外出をした
ことがない子どもや、通学を
あきらめた子どもたちがいま
す。そのような子どもたち一
人ひとりのニーズにあった⾞
いすを届ける活動をしていま
す。

環境ボランティアサークル⻲の子隊

「きれいな海を守りたい
〜⻄の浜はゴミ箱じゃな
い〜」

⽥原市の⻄の浜には、多くの
ゴミが流れ着いています。ゴ
ミを飲み込んだスナメリの被
害も甚⼤です。⻄の浜の環境
を守るための活動をしていま
す。

「視覚障害の人たちが安心
して暮らせる社会・街を目
指して」

⽥原市には、点字ブロックや音
響式信号機が足りていません。
視覚障害者が安心して暮らせる
街づくりや音楽活動を通じて、
視覚障害者を⽀援しています。

視覚障害者団体さくらんぼ

参加ＮＰＯ
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NPO 票数 寄附⾦額

環境ボランティアサークル⻲の子隊 11票 84,615円

認定ＮＰＯ法人アジア⾞いす交流センター 12票 92,308円

視覚障害者団体さくらんぼ 16票 123,077円

計 39票 300,000円

高校生とＮＰＯとの意見交換（左から、亀の子隊・アジア車いす交流センター・さくらんぼ）

③回目 11月４日（水）10：00～10：50

○ 結果発表及び生徒代表による選定理由発表

○ 生徒とＮＰＯとの意見交換

寄附金の目録の贈呈 メッセージを送られる川島部長様

投票結果

高校生による投票結果が発表され、その得票数に応じて、株式会社サーラコーポ

レーション様からの寄附金が、コーポレートブランディング推進部川島部長様から、

参加した３団体に贈呈され、高校生とＮＰＯへメッセージが送られました。

生徒代表による投票理由の発表後、生徒とＮＰＯとの意見交換が行われました。
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参加者の声

● ゴミのポイ捨てなどにより、環境破壊が広がっているので⽀援をしたいと思っ
た。自分の住むまちの海をきれいにしたいと思った。いろいろな活動により、⽀
援する人が増え、豊かなまちになってほしいと思った。（⻲の子隊）

● 地元である⽥原市を、ゴミ拾い活動、塩づくり体験を通して、海をきれいにし
たいと思った。一人ひとりの意識の違いで、少しでもゴミを減らしていくことが
できればいいと思った。（⻲の子隊）

● 自分の一票で子どもを助けることができるというのを聞き、助けたいと思った。
このように学校へ通えない子がたくさんいるということを多くの人に知ってもら
いたい。全員が同じように学び、遊べる世界にしたいと思った。
（アジア⾞いす交流センター）

● 日本だけでなく世界で活動をしているというところに魅⼒を感じた。貧困格差
の⼤きい世界で活動していることが素晴らしいと感じた。僕の一票で救える人が
いるのであればと思った。（アジア⾞いす交流センター）

● ⽥原市の人を助けることができるのは⽥原市⺠だと思った。⽥原市⺠として⽥
原のまちを安心して暮らせるように⽀援したい。自らも
障がいに悩みながら、前を向いて様々なことに挑戦する
姿をみて応援したいと思った。（さくらんぼ）

● ⽥原市には、音響式信号機や点字ブロックが少ないと
感じた。さくらんぼさんの活動を多くの人に知ってもら
い、障がいを持っている人が少しでも前を向けるように
なってほしいと思った。多くの人に勇気を与えてほしい
という期待をしている。（さくらんぼ）

● 様々な活動をしていることを知り、自分たちの一票がどれだけの影響⼒がある
のかを知ることができて良かった。また、今後どのように⽀援していけるのかを
考えるきっかけとなった。

● 真剣に話を聞き、考え、投票したと思う。とても良い経験となり、今後の人生
にいかしてもらいたい。

● 普段接点のない地元の⾼校生に活動を広報することができた。
● ⾼校生からの貴重な声を聞くことができ⼤変参考になった。
● 他団体のプレゼンを聞けたことは刺激になった。

高校生から

先生から

NPOから

１６

寄附のゼミナール 開催実績 ②成章高等学校



③ 栄徳高等学校

①回目 11月12日（木）16：00～16：50

○ 社会課題や寄附に関する講義

○ 参加ＮＰＯによる活動内容のプレゼンテーション

ＮＰＯ３団体からのプレゼンテー

ションが実施された後、ＮＰＯのプ

レゼンテーションについての質疑が

行われ、高校生から質問がされてい

ました。

生徒会、ボランティア部、放送部の高校生２２名に対し、ＮＰＯ活動と

寄附の意義について、ＮＰＯ法人中部プロボノセンター事務局長大須賀氏

による基礎講義が行われました。

場 所：栄徳高等学校 視聴覚室

参加者：２２名（生徒会、ボランティア部、放送部の生徒）

１７
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社会福祉法人むそう ぴゅん⻑久⼿

「発達障害ってなに︖」

ぴゅん⻑久⼿では、０歳か
ら⾼校生までの子どもたち
が通っていて、発達障害の
ある子どもたちが社会でス
トレスなく楽しく過ごして
いけるよう⽀援をしていま
す。

社会福祉法人日本介助犬協会

「人にも動物にも優しく
楽しい社会を目指して」

介助犬の頭数は、その育成
の難しさから、盲導犬や聴
導犬に比べてまだまだ足り
ていません。
まちでお仕事中の介助犬を
⾒かけたら、やさしい無視
をお願いします。

「わたしが起点のミライ
を作る」

ＳＤＧｓを達成するために、
世界の多様性などを考え、
グローバルな人材を育成す
るための活動を展開してい
ます。

ＮＰＯ法人フィール・ザ・ワールド

参加ＮＰＯ

１８

寄附のゼミナール 開催実績 ③栄徳高等学校



②回目 11月19日（木）16：00～16：50

○ 生徒によるグループ討議

○ 各自で寄附したいＮＰＯへ投票

2回目の開催日は、グループに分かれて討議を行いました。栄徳高校では、生徒

会、ボランティア部、放送部の生徒が、バラバラになってグループを作りました。

部活動等、学年が違うメンバーでしたが、どのグループも、積極的に意見交換が行

われていました。グループワークで意見を交換し、さらに各グループからグループ

内でどのような意見が出たのかを発表してもらいました。

その後、投票用紙に、寄附したい・支援したい団体名、理由を記載し、投票しま

した。

また、栄徳高校では、放送部により、寄附のゼミナールの１回目から３回目まで

を通して、その活動の取材が行われていました。

１９
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NPO 票数 寄附⾦額

社会福祉法人日本介助犬協会 11票 150,000円

社会福祉法人むそう ぴゅん⻑久⼿ 10票 136,364円

ＮＰＯ法人フィール・ザ・ワールド 1票 13,636円

計 22票 300,000円

高校生・先生とＮＰＯとの意見交換（左から、介助犬協会・ぴゅん長久手・フィール・ザ・ワールド）

③回目 11月26日（木）16：00～16：50

○ 結果発表及び生徒代表による選定理由発表

○ 生徒とＮＰＯとの意見交換

寄附金の目録の贈呈 メッセージを送られる山口部長様

投票結果

高校生による投票結果が発表され、その得票数に応じて、一般財団法人住友理工

あったか基金様からの寄附金が、住友理工株式会社ＣＳＲ部山口部長様から、参加

した３団体に贈呈され、高校生とＮＰＯへメッセージが送られました。

生徒代表による投票理由の発表後、生徒とＮＰＯとの意見交換が行われました。

栄徳高校では、同校の先生も意見交換に参加されました。

２０
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参加者の声

● 緊急だと感じた。新型コロナウイルスによる休校、リストラなどが相次ぐ中、
虐待が増えていると聞く。付添犬がいれば、虐待を未然に防ぐことができるし、
虐待を受けた人の心の拠りどころになると思う。（日本介助犬協会）

● まだ日本には介助犬が60頭未満ということなので、もっと増やして、人に寄り
添ってもらいたい。人を助けてほしい。（日本介助犬協会）

● 障がいを持った子どもたちにとって「居場所」はとても⼤切だと思った。ぴゅ
ん⻑久⼿で、一人ひとりを⽀え、社会でストレスなく、⼯夫をすることで生きや
すくなるのなら、その子どもたちの助けになれたらいいと思った。
（ぴゅん⻑久⼿）

● 世の中で差別されている子どもたちに寄り添うこ
とはとても⼤切だと思う。その子の個性を否定する
のではなく、走り回りたいのであれば、体を動かす
ことができるようにトランポリンを買いたいと思っ
ていることが素晴らしいと思った。（ぴゅん⻑久⼿）

● 「栄徳から世界へ」という目標があり、具体的な
取り組みを始めるヒントとなりそうだと感じた。
（フィール・ザ・ワールド）

● 実際にＮＰＯの事業に関わる人たちから話を聞き、どの事業に関わりたいか考
えることができてよかった。

● 生徒たちが熱心に取り組んでいたのが目に⾒えて理解できた。
● ＮＰＯの人たちと意⾒交換する機会は今までほとんどなく、良い経験値になっ
た。

● プレゼン研修では、⾼校生に何を伝えたいか、何を知ってもらいたいかを再確
認することができた。

● 生徒との意⾒交換の場が特に印象的だった。投票
してくれた生徒からの率直な意⾒、質問等をもらい、
プレゼンの何に興味を持ち、何が分かりにくかった
のか等の声を聞くことができ、参考になった。

● 認知度向上が課題であるため、近隣の⾼校生に知っ
てもらい、興味を持ってもらうのは貴重な機会だった。

高校生から

先生から

NPOから

２１
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④ 清須立春日中学校

①②③回目 12月16日（水）13：10～15：00

○ 社会課題や寄附に関する講義

○ 参加ＮＰＯによる活動内容のプレゼンテーション

○ 生徒によるグループ討議

○ 各自で寄附したいＮＰＯへ投票

○ 結果発表及び生徒代表による選定理由発表

○ 生徒とＮＰＯとの意見交換

春日中学校では、全３回の課程を１日で実施しました。

始めに、２年生の７３名に対し、ＮＰＯ活動と寄附の意義について、基礎講

義が行われました。その後、ＮＰＯ３団体からのプレゼンテーションが実施さ

れました。中学生たちは団体の熱い想いに真剣に耳を傾けていました。

続いて、自分が投票したい団体とその理由について生徒間で討議を行い、各

自で支援したいと思うＮＰＯに投票しました。

場 所：清須市立春日中学校 体育館

参加者：７３名（２年生）

２２
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ＮＰＯ法人瑞穂学習⽀援会

「誰もが当たり前に学べ
る居場所作り」

学歴をあきらめる理由は家
庭環境や個人的な理由など
様々ですが、学ぶことをあ
きらめたくない、そんな子
どもたちへの⽀援活動を
⾏っています。

親子わくわくプラザ

「地域のみんなが、参加
親子が、“わくわく”でき
る場所づくり」

地域のボランティアの⽅た
ちともに、地域の子どもた
ちが、「学び」「食」「遊
び」を通して、わくわくで
きる場所づくりを目的に活
動を⾏っています。

「いのちは自分だけのも
のじゃない」

親も子どもも元気になる家
庭⽀援教育を狙いとして、
子育て中の保護者等へ、
「学びの場」「気づきの
場」を提供してます。

清須市家庭教育⽀援チーム チームＭＯＭＯ

参加ＮＰＯ

２３
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NPO 票数

親子わくわくプラザ 11票

ＮＰＯ法人瑞穂学習⽀援会 50票

清須市家庭教育⽀援チーム チームＭＯＭＯ 12票

計 73票

中学生とＮＰＯとの意見交換（左から、親子わくわくプラザ・瑞穂学習支援会・チームＭＯＭＯ）

投票結果

中学生による投票結果が発表され、生徒代表により投票理由が発表されました。

各団体に「共感」し、ＮＰＯによるプレゼンがよく伝わったことが感じられました。

各団体から生徒たちへ御礼の言葉が述べられたのち、生徒が投票した団体と意見

交換を行いました。

２４

寄附のゼミナール 開催実績 ④春日中学校



参加者の声

● 小さい頃から、何か一つに集中して遊んだりできるのでいいと思った。小さ
い頃にやることで、苦⼿なところも⼯夫できたり、一つの物事に集中できたり
して、素晴らしいと思った。（親子わくわくプラザ）

● 親子で仲を深めることができ、普段家ではできないようなことを体験させて
くれる。また、３つのプログラムを通して、親子共にわくわくしたり、笑顔に
なれる。（親子わくわくプラザ）

● 学歴がないことによって収入が少なくなり、その子どもまでもそのイメージ
によっていじめられたりするので、それを元から改善できるのはいいと思った。
（瑞穂学習⽀援会）

● 今、コロナウイルスの関係で、学費が払えない人や、障害などの理由で、満
足して勉強できない人がたくさんいると思う。この活動によって、多くの人を
助けられると思う。また、今、私たちが学べていること
が幸せなことなのだと実感できた。（瑞穂学習⽀援会）

● 自殺のニュースや⺟親の乳児遺棄のニュースなどをよ
く⾒かけるが、いのちの⼤切さを学ぶべきだと思った。
しっかりと考えるためには、やってみることが必要だと
思った。（チームＭＯＭＯ）

● 未来を担う子どもたちがいろいろな人と関わり、いろ
いろな体験をすることができ、中学生もその子育てに関
われて将来役⽴つと思った。（チームＭＯＭＯ）

● 普段あまり知られていない寄附ということに関して理解を深められた。
● ＮＰＯというと身近にはないというイメージがあったが、身近なところにも
あるとわかった。

● どのＮＰＯに寄附しようか、生徒自身が考え、また、他の生徒の意⾒を聞く
こともでき、深まったと思う。

● 生徒からの感想をもらい、客観的な意⾒を聞くことができた。
● プレゼン⽅法と、伝えることを勉強させてもらう機会を与えてもらった。今
後に向けて活用し、次のステップに向けて頑張っていきたい。

● 中学校に出向き、アピールをするのは初めてだったので、良い経験になった。
投票してもらうことにより、自身の活動に対して前向きになれた。

中学生から

先生から

NPOから
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２６



参加ＮＰＯ
寄附金活用状況

（2021年1月末時点）
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寄附のゼミナール in あいち 2020
寄附⾦活⽤状況について

NPO団体名 パパ子育て応援団おとキッズ

参加学校名 東海商業高等学校

受け取った寄附金額 １６６，３６４ 円

寄附金の活用状況

「来年度、オンライン
とオフラインイベント組
み合わせた父親子育
てイベントを行う際の
会場費、チラシ費、備
品購入費に活用した
いと思います。」

来年度も引き続き連続講座を開催予定。今年度、オンラインイベントを行い、毎回、
30組～40組程度の親子が参加してくれていた。
コロナの感染数の状況により、安全を確保できた場合は、オフライン、オンラインを
組み合わせたイベントも検討中。

一言メッセージ

引き続き、新型コロナの感染拡大に伴い、オンラインのイベントになっていますが、その中で
毎月親子イベントを5回連続講座中です。オンラインイベントしか出来ないではなく、今、こ
の状況だから出来ることを探し、子ども達の、パパのママの笑顔をカタチにしていきたいと思
います。

NPO活動に向けた
抱負

パパの子育ては、参加や手伝うという捉え方ではなく、当たり前のように、そして、パパが子
育てしやすい地域、社会に繋がるように、パパ達が意欲的に楽しめるイベント、そして、コミ
ニティを作っていきたいと思います。来年度は、オンラインとオフラインを掛け合わせたハイ
ブリッドイベントを開催予定です。

事業名等
おとキッズオンラインイベント（コロナ感染状況により、安全が確
保できた場合はオフラインイベントに切り替える）

日時（期間） 年間連続講座（全5回）日にち未定

場所 東海市立市民活動センター

内容
ふれあい遊び、パネルシアター、オトレンジャーショー
運動会、新聞紙遊び、バスタオル遊び、音楽祭

対象 2歳～6歳親子

参加人数 30組～50組

2021年２月10日

■具体的な状況

■概要
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寄附のゼミナール in あいち 2020
寄附⾦活⽤状況について

NPO団体名
（URL)

防災ママかきつばた
（https://ameblo.jp/bosaimama/）

参加学校名 東海商業高等高校

受け取った寄附金額 １００，９０９円

寄附金の活用状況

「親子防災啓発活動
のオンラインでの防
災講座や、ライブ配
信に使用しまし
た！」

■概要

一言メッセージ

親子のみなさんにオンラインの防災講座を試行錯誤しながら取り組んでいま
すが、寄付をしていただいたおかげで、より高いクオリティで親子のみなさ
んにお伝えすることができました。感謝でいっぱいです！これからも、より
一層防災啓発活動に取り組んでいきます。

NPO活動に向けた
抱負

親子に向けて防災の大切さを伝える人材育成する。
365日、防災を発信しつづける、対象者に届ける発信を研究し、実践する
親子のみなさんに、防災の大切さを知って、行動し、行動し続けるよう、
より一層取り組みます！

事業名等 コロナ禍だからこそ伝える防災講座

日時（期間） 通年

場所 オンライン

内容

簡単に取り組めて、防災のハードルが低く
すぐ行動していただける防災講座
・絵本の読み聞かせ
・スライドや動画を使った講演
・備えている防災グッズ紹介

対象 乳幼児親子から地域で防災に関心がある方

参加人数
ライブ配信：リーチ数3万人程度
オンラインでの防災講座：30人程度

2021年２月10日

■具体的な状況

ライブ配信やオンライ
ンの防災講座をより充
実できるものにするた
めに、機材環境や、防
災グッズの購入に使用
しました

２９

寄附金活用状況 防災ママかきつばた

https://ameblo.jp/bosaimama/


寄附のゼミナール in あいち 2020
寄附⾦活⽤状況について

NPO団体名
（URL)

大人のひきこもりピアサポートの会 みらいテラス
(https://miraiterrace.net)

参加学校名 東海商業高等学校

受け取った寄附金額 ３２，７２７円

寄附金の活用状況

「ひきこもり支援の
ための演劇公演「幸
せへの軌跡」の実施
費用に活用させてい
ただく予定です！

■概要

一言メッセージ
駆け出しの私たちの活動を、地元の高校生のみなさんに知っていただく良
い機会をいただき大変感謝しております。選んでくれたみなさんの
気持ちや優しさがとても嬉しいです！大切に活用させていただきます。

NPO活動に向けた
抱負

社会にあるひきこもりのイメージに無意識の偏見がある。優しい人たちが
多いということを知ってもらう啓発活動をしていきます。地域に貢献して
交流の機会を増やし、自然に社会に溶け込んでいかれるように地域イベン
トを開催していきます。

事業名等 「大人の放課後テラス」開催事業

日時（期間） 9月5日（日）

場所 東海芸術劇場多目的ホール

内容
職業能力の開発、職業訓練を目的に演劇公演のスタッフと
して劇団をサポートする。自己表現の勇気付けとしても開催
する。

対象
ひきこもりがちな方。ご家族、支援者、学校関係者、福祉関
係者

参加人数 137人

2021年２月10日

■具体的な状況

当初は2月に開催する予定でしたが、新型コロナの影響により9月に
延期となりました。その間に運営やスタッフ体制を整える期間となり、
万全の体制で開催できそうです。

３０
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寄附のゼミナール in あいち 2020
寄附⾦活⽤状況について

NPO団体名
（URL)

環境ボランティアサークル亀の子隊
（http://www.kamenoko.org）

参加学校名 成章高等学校

受け取った寄附金額 ８４，６１５円

寄附金の活用状況

「亀の子隊が実施し
ている海の環境を学
ぶ会に高校生を招待
して体験してもら
う」

■概要

・亀の子隊が活動する西の浜の現状を成章高校生と名古屋の高校生に
知ってもらうための交流会を開催予定だったが、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大に伴い、交流会は難しい状況である。

・せめて寄附のゼミナールの会場校であり、ゼミナールに参加した
成章高生を対象に３月中に体験活動を実施したいと考えている。

一言メッセージ
ふるさとの海に気持ちを向けてくれたことはうれしいことです。西の浜の現
状を体験し、是非、「きれいな海を守る」ための活動がさらに発展していく
ように協力してください。

NPO活動に向けた
抱負

平成１０年から始めた「海をきれいにしたい」という活動が、この数年、世
界的に生物多様性、ＳＤＧｓなど新たな視点が大きく動き出す中で「海」に
目を向けられるようになってきた。活動をより広範囲に広報し、参加者が増
えるようにしたい。

事業名等 海の環境を学ぶ会

日時（期間） ２０２１年３月

場所 渥美半島西の浜海岸～休暇村伊良湖

内容

西の浜海岸では、浜のクリーンアップ体験を通して海からの
漂着物について考える。その後は、休暇村伊良湖に移動し、
古墳時代に西の浜で盛んだった塩づくりを体験し、海からの
贈り物を知ることで海への感謝について考える。

対象 愛知県立成章高校総合ビジネス科３年

参加人数 ４０人

2021年２月10日

■具体的な状況

３１

寄附金活用状況 環境ボランティアサークル亀の子隊

http://www.kamenoko.org


寄附のゼミナール in あいち 2020
寄附⾦活⽤状況について

NPO団体名
（URL)

認定NPO法人アジア車いす交流センター
（https://wafca.jp/）

参加学校名 成章高等学校

受け取った寄附金額 ９２，３０８円

寄附金の活用状況

「車いすを必要とする
アジアの障がい児
4名に車いすを
寄贈します。 」

■概要

・いただいたご寄付で4人の
障がい児を支援できることに
なりました。1人目の子へ寄贈
が完了したので紹介します。
・18歳のポンプリーチャ ナタン
くんです。彼はウタラディット県
にある特殊教育センターで車
いすをフィッテング・調整し受け取りました。
・これから3名の寄贈を行っていく予定です。

一言メッセージ

高校生の皆さんの投票のおかげで、まずは1人、タイに住む同じ高校生の男の子の
生活を変えることができました。
この活動をきっかけに、これからも遠く離れた国とのつながりを感じてほしいです。本
当にありがとうございました。

NPO活動に向けた
抱負

コロナ禍で現地に行けない今だからこそ、高校生や地域住民の方々にアジアの障が
い児の現状をもっと伝えていきたいです。
今後はオンラインで現地とつなぐイベントを増やして、現地の障がい児が一生懸命に
生きる姿を見て、WAFCAの活動に共感してもらえるよう取り組んでいきます。

事業名等 車いす支援事業

日時（期間） 2020年1月～2021年3月

場所 タイ・インドネシア

内容
障がい児一人一人の体や使用環境に合わせた車いすと支
援サービスを提供します。

対象 タイ・インドネシアの障がい児

参加人数
タイの障がい児 2名
インドネシアの障がい児 2名 合計4名

2021年２月10日

■具体的な状況

【ポンプリーチャ ナタン君】

３２

寄附金活用状況 認定ＮＰＯ法人アジア車いす交流センター

https://wafca.jp/


寄附のゼミナール in あいち 2020
寄附⾦活⽤状況について

NPO団体名 視覚障害者団体 さくらんぼ

参加学校名 成章高等学校

受け取った寄附金額 １２３,０７７円

寄附金の活用状況

「みんなで楽しむ音
楽会のために活用し
ます」

■概要

音楽会会場は、屋根付き屋外広場という感じです。
会場内の下は、地面で、左右のドアはほぼ全面開放できます。
ドーム内でコロナ対策をしつつ、視覚障害の方も晴眼者の方も
障害がある無しに関わらず、音楽を通して楽しめる会にしよう
と企画しています。

一言メッセージ

成章高等学校の生徒さんの支援により「音楽会」を計画しました。
田原市に「視覚障害者団体さくらんぼ🍒」がある事を知っていただ
くこと、一人でも多くの方に視覚に障害があっても楽しめること、
出来ることはいっぱいあると知っていただきたいと思ってます。

NPO活動に向けた
抱負

さくらんぼは、
・小中高校に点字実践教室を通して、視覚障害者の話しを直接聞い

てもらう
・子ども園では、年長時に目隠しをして白杖を持って歩く体験をし

て、点字ブロックは目の見えない人の大切な道、白杖を持ってい
る人が困っていたら声をかけてね・・・・・など 小さな事から
少しずつ活動しています。

一人でも関心を持ってくれたことや人がいたことが本当に嬉しくて、
私たちの今後の励みになります。

事業名等 みんなで楽しむ音楽会 計画交流事業

日時（期間） 2021年3月20日（土）

場所 サンテパルクたはら サンテドーム

内容 音楽が大好きな人との交流

対象 一般市民

参加人数 30名

2021年２月10日

■具体的な状況

３３

寄附金活用状況 視覚障害者団体さくらんぼ



寄附のゼミナール in あいち 2020
寄附⾦活⽤状況について

NPO団体名
（URL)

社会福祉法人 日本介助犬協会
（https://s-dog.jp/）

参加学校名 栄徳高等学校

受け取った寄附金額 １５０，０００円

寄附金の活用状況

「一人でも多くの
障害児・者が犬を
介して笑顔あふれ
る日々を過ごせる
ように活用させて
いただきます」

■概要
今回いただきました寄附は以下介助犬育成費用の一部に活用させていただきます。

①介助犬の育成
介助犬一頭を育成するのに約250万円～300万円必要ですが、使用者へ
は無償貸与、という形をとっております。育成費用の9割以上が皆様
からの寄付やチャリティグッズの売上等から賄われています。
年度内に介助犬代替え1組の合同訓練を開始予定です。

②普及・啓発活動
介助犬の認知度はまだまだ低いです。例年は年間300件を超えるイベン
トや講演などを実施して参りましたが、新型コロナウイルス感染拡
大の影響を受け、現地での実施がなかなかできない状況です。ですが、
ピンチをチャンスに変えるべく、コロナ禍初期の昨年4月よりオンライ
ンでの活動に力を入れるため、カメラやパソコン等、オンライン配
信に必要な機材を導入致しました。

③公益的な活動
障がい者・障がい児のご家庭に犬を譲渡するWith You プロジェクト、
小児科や緩和ケア、司法の場で子どもに寄り添う付添犬など犬の力を
活かすドッグインターベンションにも力を入れ、犬を介して人を笑
顔にする活動をしています。こちらの活動も9割以上が皆様からの
寄附などから賄われています。

＊オンライン講演の様子 ＊公益的な活動 ＊介助犬使用者

一言メッセージ

投票、ありがとうございました！皆様からのメッセージは大変嬉しく、
今後の活動の励みとなりました。
介助犬の頭数が全国で57頭(2020年10月地点)であることに対し、潜在
的な希望者は15,000人います。まだまだ数が足りていないことが現状
です。頭数を増やすためには認知度向上が必要不可欠です。是非、多
くの方に介助犬について広めていただけると嬉しいです！

NPO活動に向けた
抱負

私たちは「人にも動物にもやさしく楽しい社会を目指して」をモッ
トーに活動をしております。介助犬はもちろん、一人でも多くの障害
児・者が犬を介して笑顔あふれる日々を送れるように今後も活動して
参ります。また、犬達にも一頭一頭個性があります。犬達と真剣に向
き合い、個性を見極めた上で、進む道を決めることも使命と考えてお
ります。人と犬、両者が幸せになれるよう精進して参ります。

2021年２月10日

■具体的な状況
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寄附金活用状況 社会福祉法人日本介助犬協会

https://s-dog.jp/


寄附のゼミナール in あいち 2020
寄附⾦活⽤状況について

NPO団体名
（URL)

社会福祉法人むそう ぴゅん長久手
(https://musou.or.jp/place/50/)

参加学校名 栄徳高等学校

受け取った寄附金額 １３６，３６４円

寄附金の活用状況

「トランポリンや
ハンモック、キャス
パーなど感覚統合機
に使用予定」

■概要

子どもたちが、ストレスなく楽しく過ごせる
ように、トランポリンやハンモック、キャス
パーなどの感覚統合機を購入する予定です。
子どもたちの発達に合わせて楽しめる
ように使用して行きたいと思います。

一言メッセージ

投票してくださり、ありがとうございました。
発達障害について少しでも知ってもらえて、嬉しかったです。今
回発達障害についてわかったことを周りの人にもたくさんお話し
てみてください！

NPO活動に向けた
抱負

今後も子どもたち1人1人に合わせた支援をしていきたいと思いま
す！

事業名等 社会福祉法人むそう ぴゅん長久手の活動

日時（期間） 2021年に購入予定

場所 ぴゅん長久手 事業所内

内容
感覚統合機を使って子どもたちに楽しんでもらいながら、
発達支援をする

対象 ぴゅん長久手に来てくれる子どもたち

参加人数 事業所に通ってくる子どもたち

2021年２月10日

■具体的な状況
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寄附金活用状況 社会福祉法人むそう ぴゅん長久手
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寄附のゼミナール in あいち 2020
寄附⾦活⽤状況について

NPO団体名
（URL)

NPO法人フィール・ザ・ワールド
（http://www.feeltheworld.jp/）

参加学校名 栄徳高等学校

受け取った寄附金額 １３，６３６円

寄附金の活用状況

「SDGｓ
映画鑑賞会の実施」
に活用する予定

■概要

「SDGｓ映画鑑賞会」を企画中で、
6回程度、北名古屋市内で実施する
予定にしています。
地域住民が身近に感じ、一人一人の
考え方や明日からの行動に変容が
生まれるように工夫していこうと
思います。鑑賞後には、ミニミニ
ワークショップを開催し、ゲスト
スピーカーの話の後に、その場に集った
人たちが意見を交流させ、お互いの中で
学び合いが起こるように仕掛けていこうと考えています。

一言メッセージ

地球上にいる一人一人が考えていく必要に迫られている課題ですが、私達団体
がどう具体的に関わっていけるのかを考えています。
地域の理解を深めつつ、世界的視野に立って活動できる人が一人でも増えるこ
とを願いつつ、有意義な機会がもてるようにしっかりと企画、実施していきま
す。

NPO活動に向けた
抱負

2021年から2030年まではSDGsに関連した活動を実施していく予定です。また同
時に、世界の課題を世界の人たちと一緒に考えられる視点を持った人財育成に
力を注ぎます。

事業名等 SDGｓ映画鑑賞会～あなたのミライのために～

日時（期間） 2021年7月～12月

場所 北名古屋市内の公共施設

内容
SDGｓにちなんだ映画を鑑賞し、その後、各テーマに沿ったゲ
ストスピーカーを中心にしたワークショップを実施し、参加者
個人の日常生活や新しい行動変容を試みる。

対象 どなたでも参加可能

参加人数 全6回 300名

2021年２月10日

■具体的な状況

【開催予定映画会のﾁﾗｼ】

３６

寄附金活用状況 ＮＰＯ法人フィール・ザ・ワールド
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寄附のゼミナール in あいち 2020
終了後の活動状況について

NPO団体名 親子わくわくプラザ

一言メッセージ

真剣に、プレゼンを聞いてくれ、「自分の家の近くでも、やって
ほしい」「今度は、自分も参加したい」という感想をくれ、とて
も感激しました。みんなと話し合ったことを活かした活動を続け
ていきたいです。ボランティアを、身近に感じてくれていて、う
れしかったです。

NPO活動に向けた
抱負

コロナ禍においては、活動の存続自体が、厳しい状況ですが、細
く長く継続できるような活動を、模索していきたいです。

2021年２月10日

NPO団体名 清須市家庭教育支援チーム 「チームMOMO」

一言メッセージ

１５名の投票していただいた生徒さんのメッセージには、一言一
言「命」についての思いが深く込められていて、私たちの思いが、
伝わったのではないかと思いました。そして、１５名のメッセー
ジは、２年生の代表での言葉として、きっと他の生徒さんも、私
たちの発表を聞く生徒さんの様子から、いろいろ感じられたので
はないかと思いました。

NPO活動に向けた
抱負

「いのちの大切さ」を伝える活動を、一人でも多くの中学生に機
会をもうけたいと思います。
また、今回の寄付のゼミナール事業を行ったことで、今まで以上
に、必要な活動であると感じました。
今後もこの活動を続けていくためにも、メンバーを増やしていき
たいと思っております。

参加学校名：清須市立春日中学校

NPO団体名
（URL)

NPO法人 瑞穂学習支援会
（https://yoyogi-gifu.jimdo.com）

一言メッセージ

得票を得る自信なく参加致しましたが、思った以上に多くの票
を頂けてとても温かい気持ちになりました。投票後の意見交換
でも生徒がボランティアをしたい、何か社会の役に立ちたいと
いう気持ちを聞けてとても嬉しかったです。

NPO活動に向けた
抱負

今回この寄附のゼミナールで学んだことですが、自己主張には
なりすぎないように当団体のアピールをしていき、より多くの
人にこの活動を知ってもらいたいと思いました。

３７

活動状況 親子わくわくプラザ・ＮＰＯ法人瑞穂学習支援会・清須市家庭教育支援チームチームＭＯＭＯ

https://yoyogi-gifu.jimdo.com
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フィールドワーク

３９



●●● 「フィールドワーク」とは ●●●

４０

フィールドワークは、寄附のゼミナール参加校の生徒が、Ｎ
ＰＯの活動を現場で体験することにより、社会参画・貢献を考
える実地学習です。

フィールドワーク 概要



１ 開催概要

（１）実施校等

実施校
（所在地）［対象生徒］

日時 訪問先ＮＰＯ

愛知県立
蒲郡高等学校

（蒲郡市）

［ボランティア部 ９名］

11月5日（木）

13:00～16:00
ＮＰＯ法人青ねこクラブ（刈谷市）

愛知県立
豊田東高等学校

（豊田市）

［ＩＦＣ部 ６名］

12月2日（水）

13:00～16:00

公益財団法人オイスカ中部日本研修

センター（豊田市）

（２）訪問先ＮＰＯ紹介

訪問先ＮＰＯ 事業内容

ＮＰＯ法人
青ねこクラブ

障がい者の就労支援を行うとともに、生産活動
を通じた知識及び能力向上のために就労訓練等
を行っている団体

公益財団法人オイスカ
中部日本研修センター

環境保全や農村開発のために緑化活動等を行っ
ている団体

４１

フィールドワーク 開催概要

※ 訪問先ＮＰＯは、いずれも2019年度寄附のゼミナールに参加しています。



① 愛知県立蒲郡高等学校

２ 開催実績

４２

訪問先：ＮＰＯ法人青ねこクラブ（刈谷市）

参加者：９名（ボランティア部の生徒）

愛知県刈谷市内にあるＮＰＯ法人青ねこくらぶを訪問しました。

青ねこくらぶへ向かう道中のバスの車内では、理事長の松本澄江氏から、

法人の活動の紹介や活動理念などをパネルを利用してわかりやすく説明し

ていただき、高校生のみなさんは真剣に耳を傾けていました。

フィールドワーク 開催実績 ①蒲郡高等学校

青ねこくらぶの事業所では、他のＮＰＯの職員の方も交えて青ねこくら

ぶの事業である放置自転車の再生活動を実際に体験しました。生徒は３グ

ループに分かれてＮＰＯの職員の方からやり方の指導を受けながら、自転

車の分解、車体の磨き、パンク修理を体験し、普段行わない作業に悪戦苦

闘しながらも、一生懸命に取り組んでいました。



参加者の声

４３

● 就労⽀援を⾏っていると聞いてそれについてもっと知りたいと思った。

● 古いものを再利⽤するリサイクルを自分からやりたいと思うけど、実際
にやることが難しいので、本当にいい機会だった。今後のボランティアに
も活かしていきたい。

● 自転⾞の分解とかは、何回もできるようなことじゃないと思うので、こ
ういうなかなかできない経験を大事にしていきたい。

● ＮＰＯの自分の利益を求めない姿勢には感動した。

● 言うだけでなく、しっかり⾏動に起こしていきたい。とてもいい経験に
なった。

高校生から

フィールドワーク 開催実績 ①蒲郡高等学校

ＮＰＯ法人⻘ねこクラブ

⻘ねこクラブでは、障
がい者の就労⽀援を⾏
うとともに、生産活動
を通じた知識及び能⼒
向上のために就労訓練
等を⾏ってます。

訪問先ＮＰＯ



② 愛知県立豊田東高等学校

４４

訪問先：公益財団法人オイスカ中部日本研修センター

（豊田市）

参加者：６名（ＩＦＣ部の生徒）

愛知県豊田市内にある公益財団法人オイスカ 中部日本研修センターを訪問

しました。

中部日本研修センターへ向かう道中のバスの車内では、オイスカの方から、

法人の活動の紹介や活動理念などをわかりやすく説明していただき、高校生

のみなさんは真剣に耳を傾けていました。

フィールドワーク 開催実績 ②豊田東高等学校

中部日本研修センターでは、センターの説明を受けたのち、農場へ移動し

てそこで育てられた野菜の収穫作業を体験しました。収穫作業では、セン

ターで農業実習を受けている外国人実習生と協力してにんじんやじゃがいも

の収穫作業に一生懸命に取り組んでいました。



参加者の声

４５

● ＮＰＯ法人は、学校などの授業で取り扱うことがあり知っていたが、
実際に活動に参加するのは初めてだった。フィールドワークに参加しな
ければ知ることができなかったオイスカの方々と農業を通して交流でき
てよかった。

● 今回の体験をとおして国際交流だけでなく、社会の⼀員として、社会
に貢献することができて良かった。

● 実際にやってみると大変だが、どのようなことをやっているかを知れ
てとても良かった。

● フィールドワークに参加して、様々なことを知ったり、体験できて良
かった。

高校生から

フィールドワーク 開催実績 ②豊田東高等学校

オイスカは、主にアジア地
域で農村開発や環境保全活
動を⾏っています。その中
でも中部日本研修センター
では、海外からの研修生の
受け⼊れを⾏い、農業研修
等を⾏っています。

公益財団法人オイスカ中部日本研修センター

訪問先ＮＰＯ



４６



指導者養成セミナー

４７



●●● 「指導者養成セミナー」とは ●●●

指導者養成セミナーは、寄附のゼミナールが県内の市町村で実施可能とな

るよう、市町村及びセンター職員、中間支援ＮＰＯ職員を対象に、寄附のゼ

ミナールの指導者を養成するためのセミナーです。

１ 指導者養成セミナーの中止に係る経緯

４８

指導者養成セミナーは、寄附のゼミナールを実施

する指導者を養成するためのものであって、例年７

月から９月までに開催されてきました。

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、同セミナーの開催を中止しました。

２ 寄附のゼミナール直前講座の開催に至る経緯

指導者養成セミナーを中止とした一方で、寄附のゼミナールを普及してい

くために指導者を養成する必要性や、寄附のゼミナールを開催したい市町村

からの要望等を受け、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を施した上で、

寄附のゼミナールの開催に併せ、同ゼミナールの実施に必要な知識を身に付

ける講座「寄附のゼミナール直前講座」を開催することとしました。

指導者養成セミナー 概要



３ 開催実績

（１）開催日時等

（２）講師

特定⾮営利活動法人中部プロボノセンター
代表理事 ⼾成 司朗（となり しろう）氏

35年間セゾングループ㈱西友に勤務、07年執行役

副社長を最後に退任、この間に日本チェーンストア協

会初代社会貢献委員長を務める。自宅の在る日進市に

戻り、第二の人生を社会に貢献したく、同年住友理工

㈱に入社、CSR部長、アドバイザーとして、価値創

造型CSRを推進してきた。

４９

講師のＮＰＯ法人中部プロボノセン

ター戸成代表理事から、参加ＮＰＯに対

するプレゼンテーション研修によるＮＰ

Ｏの資金調達力向上のためのポイントや

寄附のゼミナール開催による若者の寄附

意識・社会貢献意識の醸成に係るポイン

トについて、レクチャーが行われました。

日 時：令和２年１０月２日（金）９：００～９：４０

場 所：県立東海商業高等学校（東海市）

参加者：６名（開催校の教諭の方を含みます。）

（３）概要

指導者養成セミナー 開催実績

又、2013年中部圏の企業人の社会参加を目指し、NPO法人中部プロボノセ

ンターを設立し共同代表理事を務める。又、中京大学大学院にて客員教授とし

てソーシャルビスネスを教える。2019年一般社団法人中部SDGs推進センター

を設立、代表理事に就任しSDGsの普及啓発、実践指導を行っている。

現職：一般社団法人中部SDGs推進センター 代表理事

合同会社戸成事務所 代表社員
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（寄附のゼミナール）


